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雲仙山系のミヤマキリシマ(Rhododendron kiusianum Makino)と

ヤマ ツツジ(R.kaempferi Planch.)に おける花器 の形態 と花色 素の変異
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Summary

The variations in pigments and morphological characteristics among flowers of Rho-
dodendron kiusianum and R. kaempferi endemic to the Unzen mountain mass were investi-
gated. 

The typical R.  kiusianum has small, exclusively purple and almost blotchless flowers 

grows at the higher elevation of this mountain mass. Some members of this species grow 
at relatively lower elevations near hot springs, which we attribute to its environmental 
adaptations to acid soil and the presence of sulfurous acid gas. A high ratio of 5-methy-
lated flavonols to total flavonol content occurs in the petals of this species. 

Contrarily, azaleas distributed on the mid-elevations of this mountain have wide phe-
notypic variation with respect to flower color and size. Many individuals with prominent 
blotches on their petals may be natural hybrid progenies between R. kiusianum and R. 
kaempferi  . We base this supposition on the various flavonol constituents in the petals. 
The hybrid population from Mt. Kusenbudake and Mt. Azumadake apparently resulted 
from the introgression of R. kaempferi which seems to be a consequence of an ecological 
succession following volcanic activities.

緒 言

ミヤマ キ リシマ(Rhododendron kiusianum Makino)

は九州 の亜 高 山地域,す なわ ち,雲 仙,阿 蘇,九 重 お

よ び霧 島 な どの各 山系,の 山頂 部 にのみ 自生 が み られ

る九州 の 固有種 で あ る.こ れ らの地域 の うち雲仙 お よ

び霧島 の両 山系 で は,山 頂 部 に ミヤマ キ リシマ が,ま

た,山 麓 部 には ヤ マツ ツ ジ(R.kaempferi Planch.)が

自生 し,山 腹 部 に は両種 の 自然 交 雑後代 と考 え られる

野 生 ツツ ジが広 く分 布 してい る.特 に,霧 島山 系 にお

け るこれ らの ツツ ジ は,地 形 や標 高 と微 妙 に関 連 しな

が ら花 色 に幅 広い 変異 が み られ る ことが報 告 され てい

る(有 隅 ら,1986;Sakataら,1993).

阿部 ・植松(1975)は 雲 仙 山系 にお け る ミヤマ キ リ

シマ の形 質変 異 は これ ら九州 の他 の 山系 の なかで 最 も

顕 著 で ある と指摘 してい る.ま た,油 屋 ら(1979)は

雲 仙 山系 に おけ る本種 の花色,花 径 な らび に葉の 形態

変 異 につ い て詳細 な調 査 を行 い,山 腹 部 にみ られ る多

彩 な花 色 変異 を もつ野 生ツツ ジ集 団 は,山 頂部 に 自生

す る ミヤマ キ リシマ と山 麓部 に 自生す るヤマツツ ジ と

の 自然 交 雑 の結果 と推 定 して い る.

しか しなが ら,こ れ まで雲仙 山 系 の ミヤマ キ リシマ

にみ られ る多 様 な形質 変異 はいず れ も形 態学 的観 察 に

基 づ くもの であ り,内 生成 分 を指標 と した分 類 は ほ と
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んど試みられていない.

Harborne・Williams(1971)は 葉 に含 まれ るフ ラボ

ノール,ジ ヒ ドロ フラボ ノールお よびフ ェ ノール類 を

指 標 と してRhododenoron属206種 を分 類 し,こ れ ら

フ ラボ ノ イ ド系色 素 が化 学分類(Chemotaxonomy)に

有 効 な指 標 とな る こ とを指 摘 して い る.ま た,King

(1977)は そ れ まで形 態調 査 で は困難 で あ っ た北 アメ

リカ産の 落葉性 ツ ツジ類 を,葉 の フ ラボ ノイ ド色 素構

成 に よ り分類 す る こ とに成功 して い る.

前 報(Sakataら,1993)で,著 者 らは霧 島 山系 の

ミヤ マキ リシマ を材料 と し,花 器 の形態 調査 に加 え花

弁 内色 素構 成 を指 標 に同 山系 の ミヤマ キ リシマ の形 質

変 異 の様 相 を明 らか に した.そ の結 果,ミ ヤマ キ リシ

マ の 花弁 に は多 量 の5-メ チ ル フラ ボ ノ ー ルが 含 まれ

るの に対 し,ヤ マ ツツ ジの それ には フラ ボ ノール が ほ

とん ど含 まれ ない こ とを見い だ し,花 弁 内 の色 素構 成

が 野生 ツツ ジ類 の 化 学分類 の ため の有効 な指 標 とな る

こ とを示唆 した.

本 報 で は花 器 の 形態 と花 弁 内の フ ラボ ノール色 素 構

成 を指標 と して,雲 仙 山系 に おけ る ミヤ マ キ リシマ と

そ の 関連 の野生 ッ ッジ類 の変異 の様相 を明 らか にす る

と ともに変異 の要 因 につ いて考 察 した.

材 料 お よ び 方 法

1984年 か ら1987年 にか け て雲仙 山系 の9地 点か ら

総 計778個 体 の花 弁 を採取 した(第1図,第1表).

採 取 した花 弁 は カ ラ ー チ ャー ト(The Royal Horti-

cultural Society Colour Chart,以 下 RHSCC)で 花 色

を調 査 す る と ともに花径 を測定 した,ま た,花 弁 にみ

Fig. 1. Collection sites on the Unzen mountain mass in this paper.
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られ る プロ ッチ を明瞭,不 明瞭 お よ びな しの3通 りに

分 類 した.花 弁 内 の フ ラボ ノール色 素 の分析 は高 速 液

体 ク ロマ トグ ラフ を用 い,前 報(Sakataら,1991)

に準 じて行 った.

結 果 お よ び 考 察

一般 に
,ミ ヤ マ キ リシマ は紅 紫 ない し紫色 の花 色 で,

花 径 は20~25mmの 小 輪,花 弁 に プ ロ ッチ をほ とん

ど持 た ない とされ,ヤ マツツ ジは 朱赤 ない し赤色 の花

色 で,花 径 は45~50mmの 中輪 で あ り,花 弁 に は 明

瞭 な プ ロ ッチ を持 つの が特徴 と され る(上 原,1972).

ま た,前 報(Sakataら,1993)で ミヤ マ キ リシ マ は

花 弁 に お け る5-メ チ ル フ ラ ボ ノー ル 含有 率 が きわ め

て 高 い種で あ り,逆 に,ヤ マ ツ ッジ はそれ をほ とん ど

含 まない種 であ る こ と を報 告 した.

これ らの 形質 の うち,ま ず,各 地 点 での花 色 の 出現

頻度 を第2図 に示 した.普 賢岳,国 見岳 お よび妙 見岳

の 各 山 頂 部(標 高1,300m以 上)の 集 団 で は,

Table 1. Collection sites and number of individuals for 

population samples of R. kiusianum and its related wild 
azaleas on the Unzen mountain mass.

Fig. 2. Frequency of individuals based on the flower color in R. kiusianum and its related wild azaleas on the Unzen  moun-

tain mass. 

z The letters correspond to symbols shown in Table 1 and Fig. 1.
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RHSCC番 号75以 上 の紫色 の花色 を もつ 個体 の 頻度 が

最 も高 か っ た.仁 田峠(標 高1,100m)の 集 団 で は

RHSCC番 号75以 上の 花色 を もつ 個体 が 多 くみ られた

もの の,同43か ら50の 朱赤 色 ない し赤 色 の花 色 を も

つ 個体 も認 め られ た.さ らに標 高 が低 くなる と,地 獄

地 帯 以外 の 集 団で はRHSCC番 号43か ら78に わ たる

大 幅 な花 色 変異 を示 した.つ ま り総 じて標 高 が 高 くな

るにつ れて 紫色 の花 色 を もつ 個体 の出現率 が 高 くな り,

逆 に標 高が 低 くな る につれ て花 色変 異 の幅が 広 くな っ

た.た だ,地 獄 地 帯(標 高700m)で は,花 色 にほ と

ん ど紫色 の 濃淡 程度 の変 異 しか 見 られず,調 査地 点 中

も っと も花色 変異 の少 ない特 異 的 な集 団 であ っ た.

第3図 に各集 団 にお け る花 径 な らび に花 弁 の プ ロ ッ

チ の調査 結果 を示 した.普 賢岳,国 見岳 お よび妙 見岳

の 各 山頂部 の集 団で ほ ぼ20か ら30mm程 度 と ミヤマ

キ リシマの平 均 的 な花 径 とほぼ 一致 した.仁 田峠 お よ

び 地獄 地 帯 の 集 団 で も花 径30mm以 下 の個 体 が 最 も

多 か ったが,九 千 部岳,吾 妻岳,宝 原,田 代 原 の 集団

で は30mm以 上の 花 径 を もつ 個 体 が最 も多 く,こ れ

らの地 域 で は先 の 花色 の変 異 と同様,花 径 の 変異 の幅

も広 か った.ま た,調 査地 点 中最 も標 高 の高 い普 賢岳,

国 見岳 お よび妙 見 岳 の 山頂 部で は花 弁 にプ ロ ッチ を持

たな い個体 が 多 く,純 粋 な ミヤ マ キ リシマ の形 質 を備

えて いた.つ いで,標 高が低 くな るにつ れ,花 弁 に プ

ロ ッチ を持 つ個 体 が多 く現 れ,吾 妻岳 と田代 原 の集 団

で はす べ ての個 体 で花 弁 に プロ ッチが認 め られ た.た

だ,地 獄 地 帯 の集 団 は プロ ッチ を持 た ない個 体 が 多 く,

花色 の変異 と同様 に特 異的 であ っ た.

第4図 に各 個 体 の花 弁 に含 まれ る5-メ チ ル フ ラボ

ノー ルの含 有率 を示 した.普 賢岳,国 見岳 お よび妙 見

岳 の 各 山頂 部 の集 団 で は ほ とん どす べ て の個 体 が5-

メチ ル フ ラ ボ ノー ル を全 フ ラ ボ ノー ル量 の ほ ぼ50%

以 上 含 ん で い た の に対 し,標 高 が低 くな る につ れ て

5-メ チ ル フ ラ ボ ノ ー ル含 有 率 が50%以 下 あ るい は ま

Fig. 3. Frequency of individuals based on the flower size and petal blotch expression in R.  kiusianum and its related wild 

azaleas on the Unzen mountain mass. Open column, flowers with slight blotch or without blotch  ; solid column, flowers 
with prominent blotch. 

z The letters correspond to symbols shown in Table 1 and Fig. 1.
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った く含 まない個 体 も現 れ,そ の変異 の様 相 は 多様 で

あ った,ま た,地 獄 地帯 の集 団で はす べ て の個 体 が

5-メ チ ルフ ラボ ノ ール を高 い割 合 で含 む とい う点 で他

の いず れの集 団 よ りも変 異 の少 ない地 点 であ った.

雲仙 山系 にお け る ミヤ マキ リシマの 多彩 な花 色 変異

は,山 頂 部 に分布 す る純粋 な ミヤ マキ リシマ と同山系

の 山麓部 に 自生す るヤマツツ ジ との 自然交 雑 に 由来 す

る とい う考 えは,す で に多 くの報 告 に み られ る(阿 部 ・

植 松,1976;油 屋,1976;斎 藤,1978).

Kunishige・Kobayashi(1979)は 花弁 内 ア ン トシア

ニ ン構 成 を指標 と して,熊 本県 天草 地 方 にお け る ミツ

バツツ ジ類 お よび屋 久島 にお け るサ ッツキ類 の花 色 変異

の要 因 を調査 して い る.そ の結 果,ツツ ジ類 に おい て

花 色変 異 が多 くみ られ る場 合 は紫色 花種 と赤色 花 種 と

の 自然 交雑 に由来 す る と報 告 して い る.

本研 究 で行 った 花色,花 径,花 弁 の プ ロ ッチ の有無

とい う形態 調査 の 結果,雲 仙 山系 の山頂 部 で は純 粋 な

ミヤマ キ リシマが 多 くみ られ,山 腹 部 で その変 異 が大

きい こ とか ら,本 地 域 にみ られ る様 々な形態 変異 は,

山頂 部 の紫色 花種 の ミヤマ キ リシマ と山麓部 の朱 赤色

花種 の ヤマツ ツジ との 自然 交雑 の結 果 とみ る こ とがで

き よう.

Heursel(1975)お よびHeursel・Horn(1977)は ア

ザ レア類 の花 弁 に おけ る フ ラボ ノー ルの生成 に関 与す

る遺伝 子 をQ,ま た そ の メチ ル化 に関与 す る遺伝 子 を

Mと 推 定 し,こ れ らは い ず れ も遺伝 的 に優 性 に発 現

す る こ とを報 告 してい る.こ の報 告 に基 づ くと,花 弁

内 に5-メ チ ル フ ラボ ノー ル を高 い割 合 で含 む ミヤ マ

キ リシマ と,花 弁 に フ ラボ ノー ル を含 まな いヤマ ツ ツ

ジ とが 交雑す れ ば その後 代 には花 弁 にメチ ル化 フ ラボ

ノー ル を含 む もの,花 弁 に フ ラボ ノール は含 む ものの

そ れ らは メチ ル化 され て い ない もの,お よび花弁 にフ

ラボ ノール を含 まない もの が現 れ るこ とにな る.事 実,

第4図 に示 す よ うに雲 仙 山系 の 山腹部 の集 団で は花 弁

の フ ラボ ノー ル構 成 に様 々 な変異 が み られ た こ とか ら,

先 の形 態調査 に基 づ く結 果 と同様 に,こ れ らの集 団は

Fig. 4. Distribution of individuals based on the occurrence of 5-methylated flavonols in the patals of R.  kiusianum  and its re-

lated wild azaleas on the Unzen mountain mass. 

z The letters correspond to symbols shown in Table 1 and Fig. 1.
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ミヤマ キ リシマ とヤ マ ツ ツジ との 自然 交雑 後代 と推 定

で きる.

これ らの諸形 質 を指 標 に して 集団 問で比 較す る と,

純 粋 の ミヤマ キ リシマ が多 く自生 してい る山頂 部か ら

やや離 れ た地域,す なわ ち九千 部岳 と吾妻岳 の 集団 で

は,標 高 は宝 原 よ り も高 い に もか か わ らず,RHSCC

番 号45以 下 の 朱赤 色 の花 色 を持 つ 個体 が 多 く,ま た

調 査 したす べ ての個 体 の花 弁 に プ ロ ッチが認 め られ た

こ とか らヤマツツ ジの 影響 が 明 らか に認め られ た.

ミヤマ キ リシマ は火 山 の活動 終 了後 の強酸性 土壌 に

最 初 に侵 入 す る植 物 の ひ とつ とい われ てい るが,そ の

後 の植 生遷移 に よ り他 の植 物 との競 合が 生 じる と漸次

消 滅 す る とい わ れ て い る(新,1973).こ れ は,ミ ヤ

マ キ リシマ の生 育 に は充分 な 日射量 が必 要で あ り,陰

地 で は生育 が衰 え,つ い には枯 死す るため と考 え られ

て い る(稲 森 ら,1969).事 実,純 粋 な ミヤ マ キ リシ

マ の形 質 を備 え た個 体 が多 くみ られた地域 ,す なわ ち,

普 賢岳,国 見岳 お よび妙 見岳 の 山頂 部 には,本 種 以外

に低 木類 の イヌ ツゲ,シ ロ ドウ ダ ンツ ツジ な どが,ま

た,草 本 類 として は ウンゼ ンザ サ,ス スキ な どが み ら

れ る(外 山,1980)が,こ れ らの植 物 はいず れ も草丈

が低 い.し たが って,こ れ らの 地域 で は ミヤマ キ リシ

マ の生育 に充分 な 日射量 が得 られ てい る もの と思 われ

た.

一 方
,九 千部 岳 と吾 妻岳 は雲 仙 山系 の火 山活 動 の中

心 で あ る普賢岳,国 見岳 お よび妙 見岳 の各 山頂 部 か ら

離 れ て いる ため植 生 の遷移 が進 んで い る もの と思 われ

る.一 般 に,火 山活動 の終 了 と ともに一年 生草 本 が侵

入 し,つ いで多 年 生草 本,陽 樹,陰 樹 の順 に遷 移 が進

む といわ れ てい る(沼 田,1987).つ ま り,九 千部 岳

や吾妻 岳 で は,遷 移 の進行 と と もに山麓部 のヤ マ ツツ

ジが侵 入 し,ミ ヤ マ キ リシマ との分布 域が 重複 した も

の と考 え られ る.ミ ヤマ キ リシ マ とヤマ ツ ツジ は容 易

に交雑 す る(山 口 ら,1985)こ とか ら,本 地域 で は両

者 の 自然交 雑 に よ り,花 色 や花 器の形 態 に様 々 な形 質

を も ったツツ ジ類 が成 立 した と推 定 され る.

また,地 獄地 帯 の集 団 は,標 高が低 い に も関 わ らず

ほぼ純粋 の ミヤ マ キ リシマ の形 質 を維 持 してい た,こ

れは,本 地域 で 現在 で も火 山性 ガスが 噴 出 して お り土

壌 が強 酸性 に な って い るため で あ る と考 え られ る.す

なわ ち,地 獄 地 帯 で は強酸 性土 壌 の ため に他 の 植物 の

侵 入が 抑 え られ,そ の 結果 と して純粋 に近 い ミヤ マキ

リシマ が特 異的 に維 持 されて い る もの と考 え られ る.

雲仙 山系 の ミヤ マ キ リシマ か らはこれ まで にす で に

い くつ かの 園芸 品種 が選抜 されて い るが,こ れ ら ミヤ

マ キ リシマ とヤ マツツ ジ との 自然交 雑 と考 え られ る集

団 に は,園 芸的 にみ て も きわ めて優 良 な形 質 を備 えた

個 体 が 少 な くない こ とか ら,前 報(Sakataら,1993)

で 報 告 した霧 島 山系 の集団 と同様,常 緑 性ツツ ジ類 に

お け る貴 重 な遺伝 資源 と思 われ る.

摘 要

雲 仙 山系 の ミヤマ キ リシマ とそ の関連 の 野生ツツ ジ

類 の花 器 の形 質 な らびに花 弁内 フ ラボ ノ ール構成 を調

査 した.

本 山系 の 山頂 部 で は小 輪 で紫色 の花 色 を持 ち,花 弁

にプ ロ ッチが認 め られ ない純粋 な ミヤマ キ リシマ が 多

か っ た.こ れ らの個 体 の 花 弁 に は5-メ チ ル フ ラボ ノ

ール が多量 に含 まれて いた .

一方
,山 腹部 のツツ ジ は花色,花 径 の 変異 に富 み,

花弁 の プロ ッチ も明瞭 な個体 が多 か った.こ れ らの個

体 で は花弁 内 フ ラボ ノール構 成 も様 々で あ り,ミ ヤ マ

キ リシマ とヤマ ツツ ジとの 自然 交 雑集 団 で ある こ とが

強 く示 唆 され た.地 獄地 帯 は標 高 が低 い に もかか わ ら

ず ほ ほ純 粋 な ミヤ マキ リシマ が 自生 して い たが,こ れ

は生 育 環境 の特 異性 によ る もの と推察 され た.ま た,

九千 部 岳 と吾妻 岳 の集 団で はヤマ ツツ ジの影響 が 強 く

認 め られ たが,こ れ は火 山活動 後 の植 生 の遷移 に よる

もの と思 われた.
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